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第
七
十
二
号 

 
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
迎
え
て 

去
る
七
月
四
日
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民

の
会
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
愛
知
県
入
り
し
た
。
「国
民

の
会
」
で
は
、
七
月
一
日
よ
り
二
十
一
日
ま
で
の
間
、
全

国
を
三
隊
に
分
け
、
四
十
七
都
道
府
県
を
訪
問
。
一

〇
〇
〇
万
賛
同
者
拡
大
、
地
方
議
会
決
議
の
推
進
、

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ン
ー
ン
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
以
下
は
、

愛
知
県
に
お
け
る
支
援
活
動
の
概
容
で
あ
る
。
静
岡
県

よ
り
到
着
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
四
名
と
午
後
一
時
に
合

流
。
地
元
役
員
共
々
、
愛
知
縣
護
國
神
社
を
正
式
参

拝
。
そ
の
後
、
藤
沢
忠
将
名
古
屋
市
会
議
長
と
横
井

五
六
愛
知
県
議
会
議
長
を
表
敬
訪
問
し
、
趣
旨
説
明

を
行
っ
た
。
両
議
長
か
ら
は
、
温
か
な
お
も
て
な
し
と
、

力
強
い
激
励
を
い
た
だ
き
退
出
。
次
に
、
名
古
屋
駅
前

に
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
と
地

元
役
員
が
弁
士
を
務
め
、
道
行
く
人
に
憲
法
改
正
の

必
要
性
を
訴
え
た
。
路
上
で
は
、
チ
ラ
シ
配
布
と
署
名

活
動
も
同
時
に
行
い
、
多
く
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
。
ま

た
、
藤
沢
忠
将
名
古
屋
市
会
議
長
も
駆
け
つ
け
ら
れ
、

弁
士
と
し
て
マ
イ
ク
を
握
っ
て
い
た
だ
い
た
。
夕
刻
と
な

り
、
会
場
を
移
し
て
「憲
法
改
正
推
進
者
の
集
い
と
交

流
会
」
を
開
催
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
は
、
二
十
代
、
三
十

代
の
青
年
が
三
名
。
皆
さ
ん
元
気
溌
剌
の
好
青
年
ば
か

り
。
地
元
役
員
も
日
常
の
運
動
報
告
な
ど
を
語
り
、
和

や
か
な
一
夕
を
過
ご
し
た
。
翌
朝
は
、
兵
庫
県
へ
向
か

う
隊
員
を
見
送
っ
て
散
会
と
な
っ
た
。
（愛
知
県
本
部 

事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

 

 

西
春
日
井
支
部
で
の
憲
法
改
正
署
名
活
動
紹
介  

 

西
春
日
井
支
部
は
五
月
二
十
七
日(

金
）に
行
わ
れ
た
愛
知
県
神
社
庁
尾
張
地
区
大
会(

北
名
古
屋
市
で
開

催
）と
六
月
六
日(

土
）に
行
わ
れ
た
西
枇
杷
島
ま
つ
り(

清
須
市
で
開
催
）に
て
憲
法
改
正
の
賛
同
者
署
名
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
署
名
を
集
め
ま
し
た
。 

尾
張
地
区
大
会
で
は
神
田
薫
さ
ん(

当
支
部
議
員
会
員
）の
ご
尽
力
、
さ
ら
に
尾
張
二
ノ
宮
・大
縣
神
社
の
牧

野
宮
司
の
ご
配
慮
で
入
口
正
面
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
職
の
み
な
ら
ず
尾
張

の
各
地
区
の
氏
子
総
代
さ
ん
な
ど
も
参
加
さ
れ
て
い
て
、
日
本
会
議
の
『
憲
法
改
正
！
』の
の
ぼ
り
を
見
る
と

『え
？
』と
い
う
顔
を
さ
れ
る
方
も
お
み
え
に
な
り
ま
し
た
。
聞
い
て
み
る
と
『神
社
庁
の
大
会
で
政
治
的
な
活

動
を
し
て
る
の
で
驚
い
た
！
』と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
西
枇
杷
島
ま
つ
り
で
は
副
支
部
長
の
前
田
さ
ん
の
ご

尽
力
で
自
治
会
長
の
許
可
を
も
ら
い
、
山
車
蔵
の
前
で
の
署
名
集
め
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
た
く
さ
ん
の

人
が
行
き
か
う
美
濃
路
で
も
『な
ぜ
こ
こ
に
憲
法
改
正
の
の
ぼ
り
が
？
な
ぜ
こ
こ
で
署
名
活
動
？
』と
い
う
顔
を

し
て
み
え
る
か
た
も
少
な
か
ら
ず
お
み
え
に
な
り
ま
し
た
。
署
名 

数
は
こ
の
２
回
の
活
動
で
五
十
一
筆
で
は
あ
り
ま
し
た
が
『憲
法 

改
正
』と
い
う
言
葉
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
に
は
本
当
に
よ
か 

っ
た
ん
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
署
名
を
と
る
た
め
の
コ
ツ 

と
い
う
か
秘
訣
（こ
の
２
回
の
署
名
活
動
の
経
験
を
通
じ
て
私
が 

言
え
る
事
）は
、
当
支
部
事
務
局
長
の
松
川
さ
ん
が
推
奨
す
る 

『安
倍
さ
ん
応
援
し
ま
せ
ん
か
？
』
『神
社
は
憲
法
改
正
賛
成
で 

す
』な
ど
が
有
効
で
す
。
あ
ま
り
難
し
い
話
を
す
る
よ
り
も
シ
ン 

プ
ル
に
こ
れ
だ
け
の
ほ
う
が
よ
い
気
が
し
ま
す
。
日
本
会
議
愛
知 

県
本
部
の
み
な
さ
ま
、
（私
も
含
め
て
で
す
が
）
私
た
ち
の
悲
願 

の
憲
法
改
正
を
成
し
遂
げ
る
為
、
一
千
万
筆
の
署
名
取
り
、
な 

ん
と
か
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
九
月
二
十
五
日
ま 

で
国
会
も
延
長
に
な
り
ま
し
た
。
安
保
関
連
法
案
は
必
ず
衆
議 

院
を
通
り
ま
す
。
安
倍
総
理
も
国
会
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私 

た
ち
も
負
け
て
ら
れ
ま
せ
ん
！ 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（西
春
日
井
支
部
長 

水
田
美
子
） 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
二
十
一
回
勉
強
会
、 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

街
宣
・署
名
活
動
実
施
！ 

≪

第
一
部≫

●
開
催
日
時 

六
月
二
十
八
日(

日) 

午
前
十
一
時
～
午
後
十
二
時
三
〇
分
●
会
場 

昭
和

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

第
１
集
会
室
●
会
費 

五
百
円
●
参
加
者
数 

三
名
【勉
強
会
】テ
ー
マ
：
「自
主
憲

法
制
定
街
宣
演
習
・放
談
会
」…

こ
れ
ま
で
の
保
守
活
動
の
流
れ
を
確
認
し
な
が
ら
、
各
地
域
内
で
活
動
を

行
っ
て
い
く
事
の
意
義
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
自
分
た
ち
名
古
屋
東
部
支
部
の
今
後
の
活
動
方
針
や
方
法

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。≪

第
二
部≫

 

街
頭
演
説
活
動
●
開
催
日
時 

同
日 

午
後
一
時
～
三
時
●

場
所 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
南
西
角
地
●
会
費 

無
料
●
参
加
者
数 

三
名
【街
宣
】天
候
に
も
恵
ま
れ
、

比
較
的
交
通
量
の
多
い
中
で
街
宣
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
何
名
か
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「自
衛
隊
は
今
や
世
界
有
数
の
戦
力
だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
憲
法
を
変
え
な
く
て
も
国
の
守
り
は
大
丈
夫
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
意
見
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
初
老
の
男
性
に
は
現
行
憲
法
下
で
は
自
衛
隊
の
活
動
が
著

し
く
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
点
や
国
民
の
総
意
と
し
て
自
衛
隊
を
支
え
て
い
く
為
に
も
憲
法
改
正
は
必
要
だ
と

い
う
私
見
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
「も
し
日
本
が
攻
め
こ
ら
れ
て
も
、
自
分
達
が
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
良

い
」
と
い
う
よ
う
な
護
憲
派
の
行
き
過
ぎ
た
意
見
を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
青
年
男
性
も
お
り
、
様
々
な
意
味
で

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
時
間
で
約
七
〇
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
る
事
が
で
き
一
定
の

成
果
は
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
☆
次
回
予
定 

七
月
二
十
日
（月
祝
）〈第
一
部
〉●
内
容 

勉
強
会
「自
主
憲
法
制
定
街
宣
演
習
他
」
●
会
場 

昭
和
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

第
１
集
会
室
●
時
間 

午

後
一
時
～
二
時
三
十
分 

〈第
二
部
〉●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い
て
」
●
場
所 

御

器
所
交
差
点
周
辺
●
時
間 

午
後
三
時
～
五
時 

●
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル

（kak
e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.c
o
.jp

 

加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
（名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■８月２日（日）午前７時開始、８時終了予定。 
■引き続き９月６日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の
木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中
止になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者
の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★７月５日は、７名の方が参加していただきました。あり
がとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（７月５日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十七年八月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（六
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

服
部
守
孝 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 
 
 

（平
成
二
十
七
年
五
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

木
村 

弘
（正
会
員
） 

支
援
会
員
よ
り
移
行 

角
皆 

宏
（正
会
員
） 

紹
介
者 

鈴
木
直
人 

井
田
克
彦
（正
会
員
） 

紹
介
者 

鈴
木
直
人 

堀 

曜
子
（女
性
会
員
）紹
介
者 

Ｈ
Ｐ
よ
り 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

二
十
三
日
（火
）第
四
回
支
部
長
・実
務
者
合
同

会
議
を
開
催
。
会
場
を
株
式
会
社
エ
フ
ケ
イ
の
深

谷
社
長
に
同
社
会
議
室
を
提
供
い
た
だ
い
た
。

東
京
よ
り
椛
島
事
務
総
長
を
お
迎
え
し
て
、
憲

法
改
正
賛
同
者
拡
大
運
動
の
推
進
に
つ
き
協
議

し
た
。 

二
十
六
日
（金
）日
本
会
議
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
前
期

理
事
会
が
、
長
野
県
松
本
市
で
開
催
さ
れ
た
。

本
部
よ
り
、
野
崎
事
務
局
次
長
が
議
案
を
提
出

さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
前
期
運
動
方
針
に
つ
き

協
議
。
終
了
後
は
、
懇
親
会
か
ら
二
次
会
ま
で

お
招
き
を
受
け
、
最
終
便
の
し
な
の
号
で
帰
名
。

松
本
駅
ホ
ー
ム
で
は
、
列
車
の
到
着
に
あ
わ
せ
、

昔
な
が
ら
の
「ま
つ
も
と
～
ま
つ
も
と
～
」
と
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
流
れ
、
し
ば
し
旅
情
に
浸
っ
た
。 

三
十
日
（火
）尾
張
旭
市
で
ヨ
ガ
道
場
を
主
宰
し

て
お
ら
れ
る
西
村
和
子
さ
ん
を
表
敬
訪
問
。
こ
の

道
場
は
木
造
二
階
建
だ
が
、
大
黒
柱
の
な
い
縄

文
風
の
建
築
と
伺
う
。 

三
日
（水
）保
守
系
団
体
有
志
に
て
、

藤
沢
忠
将
先
生
の
名
古
屋
市
会
議

長
就
任
祝
賀
会
を
開
催
。
藤
沢
先
生

に
は
、
長
ら
く
保
守
運
動
の
相
談
役

と
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
こ
の
度

の
吉
事
は
本
当
に
嬉
し
く
、
有
難
か
っ

た
。 

十
日
（水
）名
古
屋
経
営
者
漁
火
会

の
勉
強
会
に
参
加
。
冒
頭
に
、
「も
う

ひ
と
つ
の
戦
争
展
」
の
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。 

十
一
日
（木
）終
日
事
務
所
、
来
客
な

し
。
パ
ソ
コ
ン
の
ネ
ッ
ト
接
続
をA

D
S
L

か
らW

I‐
F
I

に
切
り
替
え
た
。
こ
れ
で
、

か
な
り
の
コ
ス
ト
削
減
と
な
る
。 

十
三
日
（土
）春
日
井
支
部
例
会
に

参
加
。
憲
法
改
正
運
動
を
巡
る
状
況

と
課
題
に
つ
き
講
演
を
行
う
。
春
日

井
市
議
の
長
縄
典
夫
先
生
の
出
席
も

あ
り
、
心
強
く
思
っ
た
。 

十
四
日
（日
）愛
知
竹
田
研
究
会
の

御
田
植
祭
に
参
加
。
東
京
よ
り
遥
々

と
、
竹
田
恒
泰
先
生
に
お
出
ま
し
い

た
だ
い
た
。
同
会
で
は
、
岐
阜
県
土
岐

市
に
水
田
を
借
り
、
稲
作
か
ら
酒
の

醸
造
（※

外
注
）ま
で
を
一
貫
し
て

行
っ
て
い
て
、
本
年
で
三
作
目
と
な
る
。 

学
生
時
代
か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
先
輩
が

古
墳
マ
ニ
ア
で
あ
る
こ
と
を
最
近
知
り
ま
し

た
。
二
十
年
く
ら
い
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
日

本
武
尊
の
御
聖
跡
な
ど
も
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
。
四
月
の
休
日
に
都
合
が
付
い
た
の
で

関
ヶ
原
か
ら
滋
賀
県
に
か
け
て
の
史
跡
を
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
。
名
神
高
速
を
関
ヶ
原

イ
ン
タ
ー
で
降
り
て
関
ヶ
原
鍾
乳
洞
方
面
に

向
か
い
ま
す
。
鍾
乳
洞
の
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
手
前
に
日
本
武
尊
の
腰
掛
石
が
あ
り
ま

す
。
道
路
か
ら
未
舗
装
路
に
歩
い
て
入
っ
て

い
く
入
り
口
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
電
話

ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
あ
た
り
は
帝
国
陸
軍
の
貯
蔵
施
設
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
見
張
り
の
兵
の
た
め

の
ボ
ッ
ク
ス
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
横
目
に

見
な
が
ら
草
む
す
道
を
入
っ
て
い
く
と
短
い

ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
左
方

向
に
曲
が
っ
て
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
た

突
き
当
た
り
に
腰
掛
石
は
あ
り
ま
し
た
。
周

り
の
状
況
か
ら
し
て
あ
ま
り
訪
れ
る
人
は
な

さ
そ
う
で
す
。 

         

次
に
向
か
っ
た
の
が
玉
倉
部
の
清
水
。
日
本

武
尊
が
荒
神
に
破
れ
伊
吹
山
か
ら
降
り
て

き
て
お
飲
み
に
な
っ
た
清
水
で
す
。
こ
れ
は

関
ヶ
原
鍾
乳
洞
の
入
口
、
出
口
が
並
ん
で
い

る
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。
清
水
を
一
口
い
た

だ
い
て
か
ら
鍾
乳
洞
の
入
口
と
出
口
の
間
に

あ
る
玉
倉
部
神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。 

 

続
い
て
向
か
っ
た
の
は
壬
申
の
乱
の
史
跡
で

す
。
中
山
道
の
旧
道
を
走
る
と
大
海
人
軍
、

大
友
軍
両
軍
の
兵
士
の
血
で
川
が
黒
く
見

え
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
黒
血
川
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
自
害
峰
の
三
本
杉
を

参
拝
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
大
津
の
長
等
山
で

自
害
し
た
大
友
皇
子
（第
三
十
九
代
弘
文

天
皇
）の
首
実
検
を
し
た
後
、
地
元
の
人
た

ち
が
お
祀
り
し
た
首
塚
と
の
で
す
。
合
掌
。

そ
れ
か
ら
我
々
は
関
ヶ
原
を
後
に
し
て
醒
ヶ 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
六 

こ
の
日
予
定
し
て
い
た
コ
ー
ス
は
こ
れ
で
終

了
だ
っ
た
の
で
す
が
時
間
は
ま
だ
午
後
二

時
前
で
し
た
の
で
、
も
う
一
箇
所
参
拝

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
第
十
七
代
履
中

天
皇
皇
子
の
磐
坂
市
辺
押
磐
皇
子
墓
で

す
。
長
浜
イ
ン
タ
ー
か
ら
八
日
市
イ
ン

タ
ー
ま
で
車
を
飛
ば
し
一
時
間
弱
で
到

着
。
ち
ょ
う
ど
近
江
鉄
道
本
線
長
谷
野

駅
と
近
江
鉄
道
八
日
市
線
市
辺
駅
と
の

中
間
あ
た
り
で
す
。 

         

鳥
居
を
は
さ
ん
で
二
つ
の
円
墳
が
並
ん
で

い
ま
す
。
何
故
か
と
い
う
と
、
市
辺
押
磐

皇
子
は
雄
略
天
皇
に
こ
の
地
に
狩
り
に

誘
わ
れ
猪
と
間
違
え
た
と
い
い
射
殺
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
嘆
き
悲
し
ん

だ
皇
子
の
舎
人
の
仲
子
も
殺
さ
れ
て
し

ま
い
同
じ
穴
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
雄
略
天
皇
の
子
、
清
寧
天
皇
に
お
子

が
無
く
、
市
辺
押
磐
皇
子
の
子
の
顕
宗

天
皇
が
即
位
し
た
後
、
お
墓
を
作
ろ
う

と
し
ま
し
た
が
頭
蓋
骨
以
外
は
皇
子
と

舎
人
の
骨
の
区
別
が
付
か
な
か
っ
た
た
め

二
つ
並
べ
て
円
墳
を
作
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
帰
り
は
渋
滞

も
無
く
一
時
間
半
ほ
ど
で
自
宅
に
到
着

し
ま
し
た
。 

（愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

井
に
向
か
い
ま
し
た
。
醒
ヶ
井
の
地
名
の

由
来
と
な
っ
た
の
が
こ
れ
も
日
本
武
尊
が

飲
ん
だ
と
さ
れ
る
居
醒
の
清
水
で
す
。
近

く
に
は
日
本
武
尊
が
腰
掛
け
た
腰
掛
石

と
鞍
を
置
い
た
倉
掛
石
が
あ
り
ま
す
。 

        

更
に
第
二
十
一
代
雄
略
天
皇
が
奇
異
な

霊
水
が
涌
き
出
で
る
と
の
う
わ
さ
を
確

か
め
る
た
め
に
、
こ
こ
に
勅
使
を
お
遣
わ

し
に
な
り
、
そ
の
勅
使
が
こ
こ
に
い
た
蟹
に

水
を
飲
ま
そ
う
と
し
た
と
き
そ
の
蟹
が

石
に
変
わ
っ
た
と
い
う
蟹
石
な
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。 

                

日
本
武
尊
像
の
前
で
記
念
撮
影
し
隣
接

す
る
賀
茂
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。
神
社
境
内
か
ら
は

醒
ヶ
井
の
町
並
み
を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

そ
し
て
米
原
イ
ン
タ
ー
か
ら
北
陸
自
動

車
道
に
乗
り
次
の
長
浜
イ
ン
タ
ー
で
降

り
て
五
キ
ロ
ほ
ど
東
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
第
三
十
代
敏
達
天
皇
皇
后
広
姫
の

息
長
陵
に
向
か
い
ま
し
た
。
広
姫
は
押
坂

彦
人
大
兄
皇
子
を
お
産
み
に
な
り
ま
し

た
。
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
は
第
三
十
四

代
舒
明
天
皇
の
お
父
上
で
あ
り
、
第
三

十
八
代
天
智
天
皇
の
お
祖
父
様
で
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 


